
沖縄観光２次交通の利便性向上に向けた検討委員会

オープンデータの利活用・提供に向けた方針案
（覚書の再締結について）
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（１）基本方針
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❑現在は、各事業者のみなさまと沖縄オープンラボラトリ（以下、OOL）との間
で締結した覚書にもとづき、Google乗換案内サービス（GoogleMAP）へのデー
タ提供を実施（宮古・八重山圏域は公開済。本島圏域はデータ作成中）

❑今後は、

①OOLにおいて原則オープンデータとしての公開を進めるとともに、

②Google以外の主な乗換検索事業者や観光事業者等に対して本データを利活用
いただくための協議やデータ提供を進めたい



（１）基本方針
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交通事業者から提供いただいたダイヤ、路線情報等をもとに作成したGTFS形式の

データや、観光情報について、ホームページ等でダウンロード可能な状態として公開

することを想定

※オープンデータとしての公開

▼富山市の公共交通データ（GTFS-JP）の

ダウンロードサイトの例

１



（１）基本方針
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データの利用規約は他地域の事例等も参考に検討するが、原則、乗換検索事業者や観

光事業者、アプリ等を開発したいIT企業や個人が営利目的含め利活用できるライセン

スを想定（国土交通省のガイドラインに準拠することを想定）

※オープンデータとしての公開

▼全国の公共交通オープンデータをとりまとめたホームページ（T.Shimada's Data Lab.）
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（１）基本方針
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オープンデータとしての公開と並行して、

・ナビタイム、ジョルダン、Yahoo乗換案内、駅すぱあと、AppleMaps、駅探乗

換案内等の乗換検索サービスや

・じゃらんnet、楽天トラベル、るるぶトラベル、おきなわ物語、たびらい等の観

光情報サイトでの

データの利活用が進むよう協議やデータ提供を進める

※Google以外の経路検索事業者や観光事業者等への提供



（２）進め方（案）

❏前述の基本方針の内容に賛同いただけるようであれば、

①前述の内容（googleだけでなく、オープンデータとしてのデータ提供）を
承諾いただく覚書を再度締結

②覚書を再締結した事業者から、順次オープンデータとしての公開を開始

❏宮古・八重山圏域を先行して開始（覚書の再締結後、７月より順次オープン
データとしての公開を開始）

❏本島圏域についても、宮古・八重山圏域に追って、順次協議を開始させてい
ただく予定
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